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新
制
高
校
第
１

回
の
文
化
祭
・
体

育
祭
は
１
９
４
８

（
昭
和
23
）
年
の

11
月
６
日
〜
８

日
、
３
日
間
に
わ

た
っ
て
開
か
れ
た
。

堺
中
祭
の
型
式
を

踏
襲
し
た
も
の
だ
。

た
だ
し
、
こ
の
方

式
は
第
２
回
ま
で

で
、
第
３
回
は
文

化
祭
を
７
月
に
、

　体
育
祭
の
ル
ー
ツ
、
堺
中
祭

　
今
日
の
体
育
祭
の
ル
ー
ツ
と
言
え
る
の
は
「
堺

中
祭
」
だ
。

　
旧
制
堺
中
学
校
時
代
に
は
陸
上
競
技
小
会
が
春

季
（
６
月
）、
秋
季
（
10
月
）
の
二
期
、
２
〜
３
日

に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、１
０
０
、２
０
０
、４
０
０

m
な
ど
の
各
競
走
や
リ
レ
ー
、
幅
跳
び
や
槍
投
げ
、

円
盤
投
げ
な
ど
の
記
録
を
競
っ
た
。
昭
和
初
年
に

は
全
校
生
徒
参
加
の
競
技
会
も
実
施
さ
れ
た
。

　
だ
が
、「
堺
中
祭
」
は
こ
れ
ら
と
は
一
線
を
画

す
る
。
中
身
は
音
楽
・
演
劇
・
展
覧
会
か
ら
成
る

芸
術
祭
と
体
育
大
会
と
で
構
成
さ
れ
た
も
の
で
、

１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
に
開
か
れ
た
第
１
回
は

２
日
間
、
翌
年
の
第
２
回
は
４
日
間
に
わ
た
っ
て

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。「
祭
だ
祭
だ
堺
中
祭
だ
　
輝

く
六
稜
　
我
等
の
シ
ン
ボ
ル
　
光
は
丘
か
ら
　
三

国
ヶ
丘
か
ら
　
祭
だ
祭
だ
祭
だ
祭
だ
　
祭
だ
祭
だ

祭
だ
祭
だ
　
光
の
祭
だ
」
と
い
う
「
堺
中
祭
の
歌
」

（
安
西
冬
衛
＝
中
17
期
＝
作
詞
）
が
作
ら
れ
た
ほ

ど
で
、
ま
さ
に
戦
争
に
翻
弄
さ
れ
た
暗
い
時
代
か

ら
の
解
放
感
に
あ
ふ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　「
堺
中
年
中
行
事
の
中
、
最
も
盛
大
に
行
わ
れ

る
堺
中
祭
は
、
昨
年
も
第
二
回
堺
中
祭
と
銘
打
っ

て
花
々
し
く
展
開
さ
れ
た
演
劇
、
展
覧
会
の
準
備

の
た
め
に
、
悲
壮
に
し
て
か
つ
雄
大
な
決
意
を

も
っ
て
？
徹
夜
を
敢
行
し
た
も
の
幾
組
ぞ
」（
昭

和
23
年
１
月
15
日
堺
中
新
聞
）
と
い
う
か
ら
熱
中

ぶ
り
が
想
像
さ
れ
る
。

　
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
９
月
に
は
男
女
共
学

が
ス
タ
ー
ト
。
堺
中
祭
も
前
年
の
第
２
回
が
最
後

と
な
っ
た
が
、
以
後
の
体
育
祭
・
文
化
祭
へ
と
発

展
し
て
い
く
。

体
育
祭
を
10
月
に
実
施
。
以
降
も
、
創
立
60
周
年

と
し
て
連
続
開
催
し
た
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年

の
第
８
回
を
除
い
て
、
分
離
方
式
が
続
く
。
次
第

に
文
化
祭
は
６
月
、体
育
祭
は
10
月
開
催
で
定
着
。

さ
ら
に
体
育
祭
は
９
月
末
へ
と
移
行
、
近
年
は
お

お
む
ね
９
月
中
旬
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

　ス
タ
ン
ド
ア
ー
チ
の
時
代

　「
体
育
祭
の
思
い
出
」
と
い
え
ば
「
ア
ー
チ
」

を
あ
げ
る
人
が
多
い
。

　
最
初
の
本
格
的
な
ア
ー
チ
の
登
場
は
１
９
５
４

（
昭
和
29
）
年
の
第
４
回
と
思
わ
れ
る
。
初
期
は

文
字
通
り
ア
ー
チ
の
形
で
あ
っ
た
が
、
１
９
５
９

（
昭
和
34
）
年
か
ら
は
応
援
席
（
ス
タ
ン
ド
）
と

合
体
し
た
「
ス
タ
ン

ド
･
ア
ー
チ
」
と
な

る
。

　
ス
タ
ン
ド
は
当

初
、
机
や
椅
子
を

積
み
上
げ
て
作
ら

れ
た
が
、
１
９
７
５

（
昭
和
50
）
年
に
創

立
80
周
年
記
念
と

し
て
鉄
骨
製
の
応

援
席
ス
タ
ン
ド
が
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
よ
り
大
き
な

ア
ー
チ
を
作
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、

ま
す
ま
す
制
作
に

熱
が
入
っ
て
い
っ

た
。
立
体
的
な
も
の

か
ら
、
平
面
的
な
巨
大
絵
画
が
中
心
と
な
っ
て
い

く
。

　
ベ
ニ
ヤ
板
36
枚
（
後
に
30
枚
）
を
組
み
合
わ

せ
た
縦
5
・
４
m
、
横
10
・
８
m
の
ス
ペ
ー
ス
に
、

各
学
年
の
ア
イ
デ
ア
と
情
熱
が
注
ぎ
込
ま
れ
た
。

夏
休
み
中
の
８
月
に
は
準
備
開
始
。
モ
チ
ー
フ

は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
神
殿
な
ど
の
建
造
物
か
ら
武

将
、
宇
宙
飛
行
士
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ま
で
多
種
多
様
。
板
の
一
枚
一
枚
が
裏
返
っ
て

全
く
別
の
絵
が
現
れ
る
と
い
う
仕
掛
け
も
登
場
、

ス
タ
ン
ド
ア
ー
チ
は
黄
金
期
を
迎
え
た
。だ
が
、

一
方
で
丸
太
や
鉄
骨
を
組
ん
だ
り
、
終
了
後

は
解
体
・
収
納
す
る
と
い
う
作
業
が
か
な
り

の
負
担
と
も
な
っ
て
い
っ
た
。
次
第
に
参
加

者
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
。

　校
舎
建
て
替
え
工
事
で

　
校
舎
改
築
工
事
の
開
始
を
翌
年
に
控
え
た

１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
、
生
徒
会
執
行
部
が

「
今
年
も
ア
ー
チ
を
残
す
べ
き
か
ど
う
か
」
と
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
僅
差
で
残
す
こ
と
に
な
っ

た
も
の
の
３
年
の
み
が
ア
ー
チ
を
作
り
、
他
の

学
年
は
学
年
色
を
掲
示
す
る
だ
け
と
な
っ
た
。

そ
し
て
こ
れ
が
最
後
の
ア
ー
チ
と
な
る
。

　
翌
年
か
ら
新
校
舎
建
設
、
次
い
で
旧
校
舎
撤

去
工
事
が
始
ま
り
、
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年

〜
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
の
４
年
間
は
、
体

育
祭
は
大
仙
公
園
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
母
校
を
離
れ
て
の
体
育
祭
は
や
は
り
、
あ
ま

り
盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
１
９
９
６

（
平
成
８
）
年
発
行
「
茅
渟
の
海
」
に
よ
る
と
、

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
の
第
48
回
は
、
応
援

団
が
「
３
学
年
と
も
成
立
し
な
い
と
い
う
事
態

が
予
想
さ

れ
た
が
、
体
育
祭
１
週
間
前

に
な
っ
て
３
年
生
の
応
援
団
が
結
成
さ
れ
」
た

と
い
う
状
況
。
翌
年
、
５
年
ぶ
り
に
母
校
で
の

開
催
と
な
り
、
ア
ー
チ
の
復
活
も
期
待
さ
れ
た

が
、
結
局
か
な
わ
な
か
っ
た
。

　大
き
く
変
わ
っ
た
体
育
祭

　
校
舎
改
築
工
事
が
終
わ
り
、
母
校
に
戻
っ
て
き

た
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
の
体
育
祭
は
、
初

め
て
「
縦
割
り
」
の
チ
ー
ム
対
抗
と
な
る
。
そ

れ
ま
で
に
も
、
応
援
合
戦
や
ア
ー
チ
の
制
作
に

お
い
て
は
ど
う
し
て
も
経
験
が
も
の
を
い
う
こ

と
か
ら
、
縦
割
り
チ
ー
ム
を
提
案
す
る
声
は
あ
っ

た
（
昭
和
50
年
12
月
24
日
三
国
丘
高
新
聞
な
ど
）。

　
こ
の
年
は
５
団
、
１
９
９
７
（
平
成
９
）
年

〜
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
は
３
団
、
２
０
０
４

（
平
成
16
）
年
か
ら
４
団
と
な
っ
た
。
色
も
何
度

か
変
わ
っ
た
が
、
現
在
は
青
・
赤
・
黄
・
黒
の
４
団
。

競
技
や
応
援
合
戦
で
各
団
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

の
が
縦
１
２
０
㎝
・
横
１
７
０
㎝
の
「
団
旗
」
だ
。

裏
表
に
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
、
成
績
は
団

旗
の
部
・
応
援
合
戦
の
部
・
総
合
で
競
わ
れ
る
。

　
数
々
の
名
作
も
生
ま
れ
た
ア
ー
チ
を
懐
か
し

み
、
な
く
な
っ
た
こ
と
を
惜
し
む
声
は
多
い
が
、

現
在
、
ア
ー
チ
の
代
わ
り
を
務
め
て
い
る
の
が
団

旗
だ
と
い
え
よ
う
。
と
も
あ
れ
、
昭
和
校
舎
か
ら

現
在
の
校
舎
に
な
っ
た
と
き
、
体
育
祭
も
大
き
く

変
化
し
た
の
で
あ
る
。

む
か
し
ア
ー
チ
、
い
ま
団
旗
　
時
代
が
変
わ
っ
て
も

三
丘
生
は
体
育
祭
で
ア
ツ
く
な
る
！

2017 年・黄団団旗

１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年

の
ア
ー
チ

特集・体育祭

15

堺
中
学
校

1946（昭和 21） 第１回堺中祭

1947（昭和 22） 第２回堺中祭

三
国
丘
高
校 

（
昭
和
）

1948（昭和 23） 男女共学、新制三国丘高校に
第１回文化祭 ･体育祭

1950（昭和 25） 第３回体育祭
（これ以降文化祭と分離）

1954（昭和 29） 初めてのアーチ ?
1955（昭和 30） 参加章の手ぬぐい配布※ 1
1957（昭和 32） 師弟トナカイリレー始まる
1959（昭和 34） スタンド ･アーチ登場
1963（昭和 38） 運動場補修のため体育祭中止
1964

1972

1975

（昭和 39）

（昭和 47）

（昭和 50）

（東京オリンピック）※ 2

吉川浩先生がアーチ
撮影開始（～ 91年）
創立 80周年記念で
鉄骨製スタンドが寄贈
される

1976（昭和 51）「仮装行列」は
この年が最後

（
平
成
）

1991（平成 3） 最後のアーチ（３年生のみ）
1992（平成 4） 新校舎建設工事始まる

1993（平成 5）
1994（平成 6） 旧本館撤去工事始まる

1995（平成 7）
1996（平成 8） ５年ぶりに本校グラウンドで開催

初めて縦割り対抗

1998（平成 10） 第 51回体育祭中止（当日台風、予備日も悪天候）
1999（平成 11） 応援団の審査に「応援の部」と「団旗の部」
2000（平成 12） この年から PTAの協賛行事に
2002（平成 14） 最後の師弟トナカイリレー
2006

2012

（平成 18）

（平成 24）

この年からプログラムが
うちわに

急激な天候悪化で
午後の部中止

（
令
和
）

2019（令和元） 第 72回体育祭（予定）
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４
m
、
横
10
・
８
m
の
ス
ペ
ー
ス
に
、

各
学
年
の
ア
イ
デ
ア
と
情
熱
が
注
ぎ
込
ま
れ
た
。

夏
休
み
中
の
８
月
に
は
準
備
開
始
。
モ
チ
ー
フ

は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
神
殿
な
ど
の
建
造
物
か
ら
武

将
、
宇
宙
飛
行
士
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ま
で
多
種
多
様
。
板
の
一
枚
一
枚
が
裏
返
っ
て

全
く
別
の
絵
が
現
れ
る
と
い
う
仕
掛
け
も
登
場
、

ス
タ
ン
ド
ア
ー
チ
は
黄
金
期
を
迎
え
た
。だ
が
、

一
方
で
丸
太
や
鉄
骨
を
組
ん
だ
り
、
終
了
後

は
解
体
・
収
納
す
る
と
い
う
作
業
が
か
な
り

の
負
担
と
も
な
っ
て
い
っ
た
。
次
第
に
参
加

者
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
。

　校
舎
建
て
替
え
工
事
で

　
校
舎
改
築
工
事
の
開
始
を
翌
年
に
控
え
た

１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
、
生
徒
会
執
行
部
が

「
今
年
も
ア
ー
チ
を
残
す
べ
き
か
ど
う
か
」
と
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
僅
差
で
残
す
こ
と
に
な
っ

た
も
の
の
３
年
の
み
が
ア
ー
チ
を
作
り
、
他
の

学
年
は
学
年
色
を
掲
示
す
る
だ
け
と
な
っ
た
。

そ
し
て
こ
れ
が
最
後
の
ア
ー
チ
と
な
る
。

　
翌
年
か
ら
新
校
舎
建
設
、
次
い
で
旧
校
舎
撤

去
工
事
が
始
ま
り
、
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年

〜
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
の
４
年
間
は
、
体

育
祭
は
大
仙
公
園
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
母
校
を
離
れ
て
の
体
育
祭
は
や
は
り
、
あ
ま

り
盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
１
９
９
６

（
平
成
８
）
年
発
行
「
茅
渟
の
海
」
に
よ
る
と
、

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
の
第
48
回
は
、
応
援

団
が
「
３
学
年
と
も
成
立
し
な
い
と
い
う
事
態

が
予
想
さ

れ
た
が
、
体
育
祭
１
週
間
前

に
な
っ
て
３
年
生
の
応
援
団
が
結
成
さ
れ
」
た

と
い
う
状
況
。
翌
年
、
５
年
ぶ
り
に
母
校
で
の

開
催
と
な
り
、
ア
ー
チ
の
復
活
も
期
待
さ
れ
た

が
、
結
局
か
な
わ
な
か
っ
た
。

　大
き
く
変
わ
っ
た
体
育
祭

　
校
舎
改
築
工
事
が
終
わ
り
、
母
校
に
戻
っ
て
き

た
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
の
体
育
祭
は
、
初

め
て
「
縦
割
り
」
の
チ
ー
ム
対
抗
と
な
る
。
そ

れ
ま
で
に
も
、
応
援
合
戦
や
ア
ー
チ
の
制
作
に

お
い
て
は
ど
う
し
て
も
経
験
が
も
の
を
い
う
こ

と
か
ら
、
縦
割
り
チ
ー
ム
を
提
案
す
る
声
は
あ
っ

た
（
昭
和
50
年
12
月
24
日
三
国
丘
高
新
聞
な
ど
）。

　
こ
の
年
は
５
団
、
１
９
９
７
（
平
成
９
）
年

〜
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
は
３
団
、
２
０
０
４

（
平
成
16
）
年
か
ら
４
団
と
な
っ
た
。
色
も
何
度

か
変
わ
っ
た
が
、
現
在
は
青
・
赤
・
黄
・
黒
の
４
団
。

競
技
や
応
援
合
戦
で
各
団
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

の
が
縦
１
２
０
㎝
・
横
１
７
０
㎝
の
「
団
旗
」
だ
。

裏
表
に
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
、
成
績
は
団

旗
の
部
・
応
援
合
戦
の
部
・
総
合
で
競
わ
れ
る
。

　
数
々
の
名
作
も
生
ま
れ
た
ア
ー
チ
を
懐
か
し

み
、
な
く
な
っ
た
こ
と
を
惜
し
む
声
は
多
い
が
、

現
在
、
ア
ー
チ
の
代
わ
り
を
務
め
て
い
る
の
が
団

旗
だ
と
い
え
よ
う
。
と
も
あ
れ
、
昭
和
校
舎
か
ら

現
在
の
校
舎
に
な
っ
た
と
き
、
体
育
祭
も
大
き
く

変
化
し
た
の
で
あ
る
。

堺
中
祭
の
仮
装
行
列

１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年

の
ア
ー
チ

※１　参加章の手ぬぐい
　1955（昭和 30）年の 60 周年記念体
育祭で記念品として手ぬぐいが配布さ
れた。以後毎年デザインを生徒から募集
して製作。1990（平成 2）年は手ぬぐ
いではなく学年色のミニタオルで、こ
れが最後となった。（28ページも参照）

※２　オリンピックの影響
　1964（昭和 39）年のプログラムに
は東京五輪音頭の歌詞が掲載され、種
目名に「オリンピック音頭」が見える。
また、この年から開会式でファンファー
レ、君が代斉唱が始まったが、1969（昭
和 44）年・第 22 回で「君が代斉唱拒
否」のビラがまかれ、一部の生徒は斉
唱拒否。その後、校歌斉唱だけになった。
また、入場行進にはオリンピックマー
チが長く使われ「聖火リレー」が行わ
れた年もあった。

※３　ハッピの流行
　1970 年代半ば～ 1980 年代半ば（昭
和 50年代～ 60年代）、そろいのハッピ
を手作りして着るのが流行した。赤や
ピンク、紫、緑など色とりどりのハッ
ピを着てアーチの下に陣取る様子は百
花繚乱の趣であったという。

｝92 ～ 95 年は
大仙公園で開催

堺中祭の歌を作詞
した安西冬衛氏
 （中 17期）　

手ぬぐい（1961 年）

この頃の
プログラム

2017 年のうちわ

マ
ラ
ソ
ン
（
67
年
ま
で
）

こ
の
頃
ハ
ッ
ピ
が
流
行
※
３

う
ち
わ
配
布（
06
年
〜
）

仮
装
行
列
（
50
年
〜
76
年
）

縦
割
り
の
団
対
抗（
96
年
〜
）

師
弟
ト
ナ
カ
イ
リ
レ
ー
（
57
年
〜
02
年
　
た
だ
し
96
年
は
中
止
）

ア
ー
チ
（
54
年
？
〜
91
年
）

参
加
章
の
手
ぬ
ぐ
い
配
布（
55
年
〜
90
年
：
最
後
は
ミ
ニ
タ
オ
ル
）

特集・体育祭
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▼
２
年
生
の
と
き

（
だ
と
思
う
）
マ
ラ

ソ
ン
に
出
場
し
た
。

男
子
の
み
で
、
各
ク

ラ
ス
の
代
表
が
３
学

年
一
緒
に
走
っ
た
。

学
校
を
出
発
、
刑
務
所
を
２
周
し
て
「
マ

ラ
ソ
ン
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
…
」
の
放
送

を
聞
き
な
が
ら
ゴ
ー
ル
。
上
位
入
賞
し
た

が
と
に
か
く
「
し
ん
ど
か
っ
た
」。（
高
７

回
）

　
▼
友
人
の
お
姉
さ
ん
か
ら
聞
い
て
い

た
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
と
和
歌
山
ま

で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
レ
ー
ス
を
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
入
学

す
る
と
、
体
育
祭
の
あ
と
応
援
舞
台
を
焼

く
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
は
消
防
の
問
題

で
な
く
な
り
、
国
道
26
号
線
の
交
通
量
が

多
く
な
っ
た
と
の
理
由
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
レ
ー
ス
も
私
達
の
学
年
か
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。（
高
16
回
）

　
▼
二
年
生
の
と
き
の
入
場
行
進
。
わ
れ

わ
れ
の
学
年
だ
け
、
学
年
色
（
赤
）
の
小

さ
な
ハ
ン
カ
チ
く
ら
い
の
布
き
れ
を
ひ
そ

か
に
隠
し
持
ち
、
本
部
席
に
さ
し
か
か
っ

た
と
こ
ろ
で
一
斉
に
掲
げ
た
。「
お
お
っ
」

と
い
う
声
と
、
笑
い
声
と
が
起
こ
っ
た
。

（
高
22
回
）

　
▼
在
学
時
に
は
ク

ラ
ブ
対
抗
リ
レ
ー
な

る
も
の
が
あ
り
、
例

え
ば
野
球
部
は
バ
ッ

ト
、
サ
ッ
カ
ー
部
な

ら
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
、
と
所
属
ク
ラ
ブ
の
道
具
を
バ
ト
ン
代

わ
り
に
リ
レ
ー
を
行
な
っ
て
い
た
。
水
泳

部
の
我
々
は
浮
き
具
を
用
い
た
記
憶
が
あ

る
。
が
、
注
力
し
て
い
た
の
は
入
場
時
の

部
活
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
か
も
し
れ
な
い
。

突
然
ジ
ャ
ー
ジ
を
脱
ぎ
捨
て
、
海
パ
ン
一

丁
で
シ
ン
ク
ロ
の
ダ
ン
ス
を
踊
る
野
郎
ど

　
▼
体
育
祭
と
い
え

ば
師
弟
ト
ナ
カ
イ
リ

レ
ー
。
こ
わ
も
て
の

生
物
化
学
の
Ｆ
先
生

が
、
重
い
体
重
だ
っ

た
の
で
「
申
し
訳
な

い
」と
可
愛
く
笑
っ
て
謝
っ
た
。（
高
31
回
）

　
▼
私
の
学
年
は
、
新
校
舎
の
建
替
時
期

　
▼
憧
れ
の
三
丘
生

に
な
っ
た
最
初
の
体

育
祭
。仮
装
行
列「
人

間
の
一
生
」
で
、
青

春
を
爆
発
さ
せ
ま
し

た
。
ま
ず
、小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
生
、
社
会
人
と
な
り
結
婚
、

そ
し
て
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
、
働
き
盛

り
、
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
時
代
を
経
て
、

や
が
て
死
に
い
た
る
ま
で
を
表
現
し
ま
し

た
。
圧
巻
は
、
風
船
を
も
っ
て
赤
ち
ゃ
ん

に
扮
し
て
い
る
故
山
本
初
枝
先
生
。
乳
母

車
に
乗
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
を
一
周
、
や
ん
や

の
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。
先
生
の
そ
の
笑

顔
の
可
愛
ら
し
か
っ
た
こ
と
、
今
も
脳
裏

に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。（
高
13
回
）

　
▼
３
年
生
の
時
の
仮
装
行
列
は
、
隣
の

ク
ラ
ス
に
相
談
を
持
ち
か
け
て
２
ク
ラ
ス

合
同
で
の
仮
装
行
列
を
実
現
。
バ
イ
キ
ン

グ
の
船
を
造
る
の
に
、
リ
ヤ
カ
ー
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
で
、
貸
し
出
し
て
も
ら
え

た
の
は
い
い
が
、
は
る
ば
る
北
野
田
か
ら

学
校
ま
で
２
台
の
リ
ヤ
カ
ー
を
歩
い
て
運

ん
だ
。
何
人
か
で
交
替
し
な
が
ら
だ
け
れ

ど
、
終
わ
っ
た
後
は
ま
た
返
し
に
行
く
わ

け
だ
か
ら
大
変
だ
っ
た
。（
高
21
回
）

　
▼
２
年
生
の
時
は
、
７
組
保
木
ホ
ー
ム

で
「
世
界
文
学
の
中
の
恋
人
た
ち
？
」
を

出
し
た
。
一
人
が
テ
ー
マ
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
持
っ
て
前
を
歩
き
、
吹
奏
楽
部
に
属
し

て
い
る
も
の
が
景
気
づ
け
に
ド
ン
チ
ャ
カ

や
る
な
か
、
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
、

ロ
ッ
テ
と
ウ
ェ
ル
テ
ル
、
貫
一
・
お
宮
、

ピ
ン
カ
ー
ト
ン
と
蝶
々
夫
人
等
が
行
進
。

男
子
が
女
性
に
、
女
子
が
男
性
に
扮
す
る

の
が
一
ひ
ね
り
し
た
愛
嬌
だ
っ
た
が
、
一

組
だ
け
女
子
同
士
、
一
組
は
男
女
交
替
無

し
だ
っ
た
よ
う
だ
。（
高
19
回
）

に
あ
た
り
、
３
年
間
一
度
も
母
校
の
グ
ラ

ン
ド
で
体
育
祭
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
ん
な
世
代
で
し
た
が
、
体

育
祭
の
思
い
出
は
や
は
り
師
弟
ト
ナ
カ
イ

レ
ー
ス
で
す
。
教
諭
を
そ
り
に
乗
せ
、
駆

け
回
っ
た
だ
け
で
す
が
、
今
で
も
母
校
の

卒
業
生
に
会
う
と
先
輩
後
輩
の
世
代
を
超

え
、
こ
の
競
技
の
話
で
盛
り
上
が
り
、
当

時
を
懐
か
し
む
こ
と
が
で
き
る
青
春
の
ヒ

ト
コ
マ
で
す
。（
高
48
回
）

も
の
姿
を
覚
え
て
い
る
人
は
果
た
し
て
ど

れ
程
い
る
の
だ
ろ
う
か
。（
高
63
回
・
水

泳
部
）

　
▼
体
に
ペ
イ
ン
ト
を
し
て
走
る
水
泳

部
、
バ
ク
転
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
体
操

部
、
防
具
を
着
け
竹
刀
を
振
る
剣
道
部
な

ど
、
ク
ラ
ブ
対
抗
リ
レ
ー
で
は
各
部
が
工

夫
を
凝
ら
し
て
走
る
姿
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
三
年
生
の
時
は
校
舎
建
て
替
え
工

事
で
校
庭
が
使
え
な
か
っ
た
た
め
、
大
仙

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
高
46
回
）

棒倒し（1959 年） 仮装行列（1958年、後列右端に山本初枝先生） 師弟トナカイリレー（1966 年）

　
初
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
今
で
は

「
？
」
と
思
え
る
競
技
も
多
い
。
ロ
マ
ン

ス
競
走
、
停
電
競
走
、
足
と
銀
輪
、
名
作

ア
ベ
ッ
ク
競
走
、
ラ
ム
ネ
呑
み
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

煙
草
吸
競
走
等
々
（
い
ず
れ
も
第
３
回
）。

ま
た
、
第
12
回
頃
ま
で
は
、
競
技
数
が
40

近
く
、
一
大
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の

様
相
だ
。「
汽
車
ポ
ッ
ポ
」「
始
業
５
分
前
」

「
自
転
車
お
そ
の
り
競
走
」「
計
算
競
走
」

「
魚
釣
り
競
走
」…
一
体
ど
ん
な
競
技
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　
仮
装
行
列
（
仮
装
コ
ン
ク
ー
ル
）
は
第

３
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
。
以
後
、

１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
の
第
29
回
ま
で

は
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
毎
年
人
気

を
集
め
た
。

　
初
期
は
大
会
中
に
競
技
の
１
つ
と
し
て

マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
て
い
た
。
１
９
６
７

（
昭
和
42
）
年
の
第
20
回
ま
で
は
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
師
弟
ト
ナ
カ
イ
リ
レ
ー
は
１
９
５
７

（
昭
和
32
）
年
の
第
10
回
に
初
出
。
以
後
、

毎
回
終
盤
を
盛
り
上
げ
る
人
気
種
目
と

な
っ
た
が
、
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
を

最
後
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
（
１
９
９
６

年
は
中
止
）。

　
比
較
的
新
し
い
競
技
と
し
て
、１
９
８
９

（
平
成
元
）年
の
第
42
回
大
会
に
初
め
て「
う

ず
潮
リ
レ
ー
」（
台
風
の
目
）
が
登
場
。
以

後
、
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
現
在

に
至
る
。
ま
た
、第
38
回
に
は「
な
わ
と
び
」

が
登
場
、
そ
の
後
「
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
」、

「
長
縄
跳
び
」、「
大
縄
跳
び
」
と
名
を
変
え

な
が
ら
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

　
女
子
の
騎
馬
戦
も
一
時
期
、
行
わ
れ
て

い
た
。
確
認
で
き
る
の
は
１
９
８
３
（
昭

和
58
）
年
〜
１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年
、

１
９
８
７（
昭
和
62
）年
〜
１
９
８
９（
平

成
元
）
年
。

　競
技
の
変
遷

先生も
参加した
仮装行列

クラブ対抗
リレーで
盛り上がった

エトセトラ

人気だった
師弟トナカイ
リレー

特集・体育祭1717

　
▼
68
期
赤
団
団
長

を
務
め
ま
し
た
！
　

団
長
を
し
た
こ
と
は

僕
に
と
っ
て
確
実
に

人
生
の
転
機
で
し

た
。
学
年
も
部
活
も

違
う
み
ん
な
を
ま
と
め
る
の
は
本
当
に
苦

　
▼
体
育
祭
の
思
い
出
で
や
は
り
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
ア
ー
チ
の
制
作
で
す
。

　
１
年
生
の
時
は
１
面
で
モ
チ
ー
フ
も
ア

ニ
メ
か
ら
の
引
用
で
し
た
が
、
２
年
生
、

３
年
生
の
時
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン

で
、2
枚
の
ベ
ニ
ヤ
板
を
蝶
番
で
固
定
し
、

状
況
に
応
じ
て
２
面
を
場
面
転
換
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
３
年
生
の
時
は
10
ク

ラ
ス
の
担
任
の
先
生
の
似
顔
絵
と
源
義
経

（
源
平
合
戦
）
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ

イ
ン
で
、
例
え
ば
師
弟
ト
ナ
カ
イ
リ
レ
ー

労
し
、
全
体
練
習
で
も
困
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
３
年
生
が
率
先
し
て
自
分
た
ち
で
分

担
し
て
後
輩
た
ち
に
声
か
け
を
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
、
お
か
げ
で
赤
団
は
一
つ

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
本
番
直
前
の
団
員
全
員
で
組
ん
だ
大
き

な
円
陣
の
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

み
ん
な
の
目
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、
こ
こ

ま
で
頑
張
っ
た
と
僕
に
思
わ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
結
果
的
に
優
勝
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
み
ん
な
で
一
つ
の
も
の
を
作
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
な
に
よ
り
嬉
し
く
、

最
後
に
は
団
員
み
ん
な
に
お
礼
の
気
持
ち

を
精
一
杯
伝
え
、
み
ん
な
で
涙
を
流
し
ま

し
た
。（
高
68
回
）

　
▼
２
年
生
の
時
は
応
援
団
長
に
名
乗
り

を
上
げ
た
も
の
の
男
性
の
協
力
者
が
出
て

こ
ず
、
運
動
部
の
女
性
た
ち
が
救
っ
て
く

れ
た
が
満
足
な
結
果
で
は
な
か
っ
た
。
翌

年
は
東
京
六
大
学
の
応
援
風
景
な
ど
を
十

分
研
究
し
て
自
信
を
も
っ
て
応
援
合
戦
に

臨
ん
だ
。
結
果
は
２
年
生
の
団
長
か
ら

「
や
っ
ぱ
り
３
年
生
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
」

と
言
わ
し
め
た
ほ
ど
の
で
き
で
あ
っ
た
。

（
高
12
回
。
学
年
誌T

heW
ay

第
11
号
か

ら
抜
粋
）

　
▼
男
子
の
応
援
団
は
校
舎
の
屋
上
で
毎

日
発
声
練
習
。
や
が
て
声
が
つ
ぶ
れ
て
、

互
い
に
ま
る
で
し
ゃ
が
れ
声
の
お
じ
い
さ

ん
の
会
話
。
大
阪
府
警
の
専
門
家
に
来
て

い
た
だ
い
て
棒
術
の
指
導
を
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ゲ
バ
棒
を
振
り
回

す
学
生
運
動
の
真
似
事
か
と
心
配
し
た
先

生
も
お
ら
れ
た
そ
う
だ
。（
高
21
回
）

　
▼
３
年
間
応
援
団
リ
ー
ダ
ー
を
や
り
ま

し
た
。
３
年
生
で
は
、
大
阪
府
立
大
学
の

応
援
団
の
先
輩
に
一
日
入
門
。
数
名
で
府

大
の
グ
ラ
ン
ド
に
到
着
、
す
ぐ
に
教
え
て

く
だ
さ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
ず

グ
ラ
ン
ド
十
周
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
後
、
腕

立
て
伏
せ
＋
腹
筋
を
指
示
さ
れ
、「
ハ
イ
」

と
返
事
を
し
て
き
っ
ち
り
課
題
を
こ
な
し

た
と
こ
ろ
、「
な
か
な
か
良
い
根
性
を
し

て
い
る
か
ら
し
っ
か
り
と
教
え
て
や
ろ

う
」
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
猛
特

訓
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
拍
子
、二
拍
子
、

原画（各クラス担任の似顔）

第12回体育祭（1959年）
ポスター

応援団（2015 年） 綱引き（2017 年） 応援合戦（1983 年）

パネル割と下絵のためのアウトライン

ペンキで着色

下地の組み立て

パネルの取り付け（完成形は表紙参照！）

の
時
は
先
生
の
似
顔
絵
、
応
援
合
戦
の

時
は
源
義
経
と
い
う
ふ
う
に
演
出
し
ま

し
た
。
原
画
の
作
成
か
ら
、
下
絵
、
着

色
、
下
地
の
組
立
て
、
パ
ネ
ル
の
取
付

け
ま
で
、
夏
休
み
か
ら
９
月
下
旬
の
本

番
に
向
け
て
ア
ー

チ
制
作
委
員
の
メ

ン
バ
ー
で
取
り
組

ん
だ
こ
と
が
懐
か

し
い
で
す
。

（
高
32
回
）

三
拍
子
、三
三
七
拍
子
の
動
き
は
「
空
手
」

の
基
本
動
作
を
取
り
入
れ
た
か
っ
こ
い
い

振
り
付
け
で
し
た
。
エ
ー
ル
の
切
り
方
も

徹
底
的
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
、
今
で
も
し
っ
か
り
と
演
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
高
28
回
）

　
▼
副
団
長
と
太
鼓
を
務
め
、
一
生
懸
命

声
援
を
送
っ
た
。
以
来
、
大
学
時
代
は
教

授
の
退
官
パ
ー
テ
ィ
ー
、会
社
員
の
時
は
、

上
司
の
本
帰
国
の
送
別
会
や
自
身
の
ベ
ル

ギ
ー
赴
任
中
、
独
立
後
は
コ
ン
サ
ル
先
で

も
エ
ー
ル
を
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に

外
人
相
手
で
は
、
驚
き
と
と
も
に
と
て
も

喜
ん
で
も
ら
え
た
。（
高
36
回
）

　
▼
31
回
生
に
と
っ

て
一
番
の
思
い
出
は

１
年
時
に
学
年
対
抗

戦
で
上
級
生
の
30
回

生
に
勝
っ
た
こ
と
で

す
。
三
国
丘
体
育
祭

史
上
初
め
て
下
克
上
を
起
こ
し
た
そ
う
で

す
。
２
年
生
と
な
っ
た
翌
年
は
30
回
の
先

輩
方
と
お
互
い
が
「
優
勝
す
る
！
」
と
い

う
意
気
込
み
か
ら
、
険
悪
な
ム
ー
ド
が
漂

い
ま
し
た
。
応
援
合
戦
は
本
番
ま
で
非
公

開
の
秘
密
練
習
。
優
勝
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
応
援
合
戦
の
採
点
等
に
疑
問
が

あ
り
、
負
け
を
認
め
て
い
な
い
残
党
が
今

で
も
い
ま
す
。「
何
に
で
も
真
剣
に
取
り

組
む
立
派
な
三
丘
生
！
」
を
体
育
祭
の
場

で
感
じ
ま
し
た
。（
高
31
回
）

　
優
勝
の
行
方
に
も
大
き
く
影
響
す

る
応
援
合
戦
は
体
育
祭
の
ハ
イ
ラ
イ

ト
。
学
年
対
抗
で
競
っ
た
時
代
、
３

年
生
が
優
勝
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、
と
き
に
思
わ
ぬ
「
下
克
上
」
も

起
こ
っ
た
。
敗
れ
た
上
級
生
た
ち
は

後
々
ま
で
悔
し
さ
を
忘
れ
な
か
っ
た

と
か
。

応援団
やりました！

アーチは
こうやって
作った

下克上も
あった！
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